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根 遺 跡
(第 6次発掘調査)

平成15年度県営圃場整備事業柏木

地区に先立つ緊急発掘調査報告書

2004. 3

長野県原村教育委員会



表紙地図 ○印が前尾根遺跡 10,000分の 1



序

このたび平成15年度に実施した前尾根遺跡第 6次発掘調査報

告書を刊行することになりました。

発掘調査は、県営圃場整備事業柏木地区に先立って、諏訪地

方事務所の委託と、国庫および県費から補助金交付を受けて村

教育委員会が実施したものであります。

前尾根遺跡は当地方屈指の大遺跡であり、今までの調査で

100軒 を超える縄文時代中期の住居址、顔面付釣手土器をはじ

め数多い土器や石器を発見しています。今回は居住域から外れ

た尾根北斜面の調査でしたが大きな期待はありました。

調査では、縄文時代中期の生活用具の廃棄場を発見し、縄文

の人たちの生活に触れることができました。発見した土器と石

器は数多く、縄文時代中期の生活解明にむけての好資料を提示

することができたものと思っています。

このたびの発掘にあたり、諏訪地方事務所土地改良課各位、

柏木区及び同区実行委員会各位、地元地権者の方々のご理解と

ご協力、長野県教育委員会のご指導、発掘調査にかかわる多く

の皆様のご協力に深甚なる謝意を表する次第であります。

発掘現場では作業員の皆様のご苦労により、失われていく貴

重な資料を記録に残すことができました。また、発掘調査報告

書刊行に至る過程で、お世話をいただいた皆様にたいして厚く

おネL申 し上げます。

平成16年 3月

原村教育委員会

教育長 津 金 喜 勝



例   言

1 本報告は、「平成15年度県営圃場整備事業柏木地区」に先立って実施 した、長野県諏訪

郡原村柏木に所在する前尾根遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、諏訪地方事務所の委託と、国庫および県費から発掘調査補助金交付を受

けた原村教育委員会が、平成15年 6月 2か ら10月 31日 にかけて実施 した。

整理作業は平成15年 9月 19日 から16年 3月 26日 まで行つたが、整理作業当初は発掘調査

と遺物の水洗いを同時に進めた日がある。

3 現場の発掘作業における記録は平出一治 。坂本ちづる 。小林 りえ、写真撮影は平出が

行い。基準杭の設置は株式会社両角測量、遺構測量の一部は株式会社写真測図研究所に

委託 した。

4 図面 。写真 。遺物等の整理は平出 。平林とし美・武藤雄六・上島淑枝 。小島久美子 。

小島正雄・小林明美・小林智子・小林 りえ 。小松弘・坂本ちづる 。清水正進 。田中耕

平 。田中初一 。津金た子・西沢寛人、土器の実測は株式会社シン技術コンサル、石器の

実測は株式会社アルカ・株式会社写真測図研究所・株式会社シン技術コンサル・株式会

社東京航業研究所、土製品の実測は株式会社シン技術コンサル、石製品の実測は株式会

社アルカ・株式会社シン技術コンサルにそれぞれ委託 し、土製品の一部を坂本が行つた。

5 執筆は平出が行った

6 本調査の出土遺物、記録等はすべて原村教育委員会で保管 している。

なお、本調査関係資料には、20の原村遺跡番号を表記 した。

発掘調査から報告書作成にわたつて、ご指導・ご助言をいただいた多 くの方々に厚 く

御礼申し上げる次第である。
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I 発掘調査の経過

発掘調査に至る経過

農業者の高齢化、後継者の減少は原村でも例外ではない。このため労働効率の面から機

械化が必要となり、さらに機械化のための耕地整備は不可欠となる。こうした考えのもと

に圃場整備事業は進められてきた。

平成 5年度から実施されてきた「県営圃場整備事業原村西部地区」は、事業名が「県営

圃場整備事業柏木地区」に変わりはしたが10年 目をむかえ、前尾根遺跡の保護については、

平成13年 12月 3日 に行なわれた「平成14年度県営圃場整備事業柏木地区にかかわる埋蔵文

化財保護協議」で協議された。遺跡は本来現状のまま保存していくのが最も望ましいこと

であるが、原村の農業の将来を考えると、農地の整備は必要なことであるうえに、農業者

からの強い要望があり「記録保存やむなき」との考えに落着き、平成14年度に緊急発掘調

査を実施し、記録保存をはかる方向で同意をみることができた。

しかし、平成14年度に実施した発掘調査の途上で、新たに柏木南遺跡の保護が加わり調

査日程等に問題が生じ、計画変更を余儀なくされた。また、前尾根遺跡の発掘対象地は作

付けが行われていたうえ山林の伐採には手が付けられないままであり、発掘調査に着手で

きる状況ではなく、関係機関と協議を行い平成15年度発掘調査実施に変更した。したがっ

て、平成14年 10月 17日 に行われた「平成15年以降実施予定の公共事業等に係る埋蔵文化財

等の保護協議」は変更に係る確認を行つている。協議出席者は長野県教育委員会文化財・

生涯学習課、諏訪地方事務所土地改良課、原村役場農林課、原村教育委員会の4者である。

その後も協議を重ね調査日程等の調整を行い原村教育委員会は、国庫および県費から発

掘調査補助金交付を受け、また、諏訪地方事務所から緊急発掘調査の委託を受け、平成15

年 6月 2日 から10月 31日 にかけて緊急発掘調査を実施した。

0                   5 km

第 1図 原村域の地形断面摸式図 (官 川一前尾根遺跡一赤岳 ライン)

阿弥陀岳

一
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事務局

調査団

原村教育委員会

教  育  長

学校教育課長

文 化 財 係 長

文 化 財 係

団    長

調 査 担 当 者

調  査  員

調 査 参 加 者

整 理 作 業

3 発掘調査の経過 (抄 )

平成15年 6月 2日 発掘準備をはじめる。

19日  上物の片付けについて打ち合わせを行う。

23日  テント用地の草刈 り、 トレンチの設定をはじめる。

24日  重機で トレンチの掘削をはじめる。

26日  テント設営、機材の搬入、 トレンチ内の精査を人力ではじめる。

7月 4日 上物の片付けについて地元委員会と打ち合わせを行う。

8日  遺物集中箇処の表土剥ぎを重機ではじめる。

9日  遺物集中箇処にグリッドを設定 し、人力で精査をはじめる。

8月 6日  対象地東端の トレンチの掘削重機ではじめる。

18日  対象地北端 (上居沢尾根遺跡)の トレンチの掘削重機ではじめる。

2 調査組織

津金 喜勝

佐貫 正憲

平出 一治

平林とし美

津金 喜勝

平出 一治

武藤 雄六

発 掘 作 業

(原村教育委員会教育長)

平林とし美

小島久美子

小林 智子

坂本ちづる

田中 初一

上島 淑枝

小林 明美

小松  弘

田中 耕平

西沢 寛人

小島 政雄

小林 りえ

清水 正進

津金たか子

小島久美子

小林 智子

坂本ちづる

田中 初一

小林 明美

小松  弘

田中 耕平

西沢 寛人

小島 正雄

小林 りえ

清水 正進

津金たか子

-2-



19日

9月 2日

3日

17日

23日

10月 27日

29日

31日

重機による作業は今日で終了。

小竪穴101の精査をはじめる。

小竪穴101の土層観察と実測を行う。

片付けをはじめる。

調査を一時中断。

調査を再開、小竪穴101を 重機で裁ち割 り、底面にうがたれた小穴の精

査をはじめる。

小竪穴101の調査は終了。

片付けを行い、今日で発掘調査は終了。

Ⅱ 遺跡の位置と環境

前尾根遺跡 (原村遺跡番号20)は 、長野県諏訪郡原村柏木区の東方 l kmほ どの八ヶ岳西

麓に位置する。この辺りには当地方に特有な東西に細長く伸びる大小様々の尾根がみられ、

尾根上から南斜面には第 2図 と表 1に示したように、縄文時代を中心とする数多い遺跡が

埋蔵されている。それらの遺跡は県営圃場整備をはじめとする開発事業ですでに消滅した

ものも多いが、事前の発掘調査で数多い土器や石器をはじめ縄文時代と平安時代の住居址

や小竪穴などを発見している。

付近の集落遺跡をあげると、第 2図 11の阿久遺跡 (国史跡)、 9の比丘尼原遺跡、21の上

居沢尾根遺跡、19の南平遺跡、22の清水遺跡、53の雁頭沢遺跡などがあり、大規模遺跡が

群集している地域である。その一つである本遺跡は、八ケ岳から流下する大早川と小早川

にはさまれた尾根上から斜面に立地する。標高は950m前後を測り、地日は地下水が低い

こともあり普通畑・山林 。宅地で、昭和30年代に深井戸で開発された水田が一部みられる。

調査地点は尾根の北斜面に位置し、地日は普通畑と山林であった。

これらの尾根筋は西方1,000mほ ど先でフォッサマグナの西縁である、糸魚川―静岡構

造線の断層崖に沿って北へ流れる宮川によって断ち切られている。

本遺跡はすでに5次にわたる発掘調査を実施しているが、遺跡名は柏木上尾根遺跡 (諏

訪史 第一巻)、 上前尾根遺跡と呼称した時があり、昭和54年度に長野県教育委員会で実施

した「八ケ岳西南麓遺跡群分布調査」の折り、同一遺跡を別々の遺跡名で呼び混乱してい

たものは整理した。本遺跡は「前尾根遺跡」に改めたが、未だ上前尾根遺跡とは違う遺跡

と思っている人が多いため、ここでも改訂しておきたい。

第1次調査は、村内における開発に係る初期の調査で、昭和44年度にリンゴ園の給水管

敷設工事に先立ち実施し、縄文時代中期の住居址 2軒を発見した。前述した昭和30年代の

-3-
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表 1 前尾根遺跡の位置と周辺遺跡一覧

○は遺物発見 ◎は住居址発見

番
号 遺跡名

旧
石
器

文縄 弥

　

生

古
　
墳

奈

　

良

平

安

中

　

世

近

　

世
考備

草 早 前 中 後 晩

１

２

３

８

９

Ю

11

12

13

14

15

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

87

88

93

95

98

101

家裏

大久保前

向尾根

比丘尼原北

比丘尼原

柏木南

阿久

前沢

長峰

裏長峰

程久保

臼ヶ原

前尾根西

南平

前尾根

上居沢尾根

清水

恩膳西

恩膳

裏尾根

家下

聞慮沢

官平

居沢尾根

中阿久

原山

広原日向

宿尻

ヲシキ

楡の木

大石

山の神

姥ヶ原

水掛平

雁頭沢

宮ノ下

中尾根

家前尾根

久保地尾根

判の木

下原山南

下原山北

大石西

土井平

臼ヶ原西

臼ヶ原南

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
◎

○

○

　

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

　

○

◎

○

　

　

　

○

　

　

○

　

○

○

　

　

○

　

○

○

○

○

　

○

　

　

　

○

○

○

○

◎ ○

○

○

　

　

○

○

　

　

　

◎

◎

○

　

　

　

○

　

　

　

　

　

○

　

　

○

○

◎

○

◎

○

◎
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茅野市地籍に展開 昭和59年 度発掘調
査

昭和54年 消滅

昭和54年 度発掘調査 消滅

平成10・ 13・ 14年度発掘調査

平成 8。 13年度発掘調査 消滅

昭和51・ 平成14年度発掘調査

国史跡 昭和50。 51・ 52・ 53・ 平成 5。

7・ 11・ 12・ 13年度発掘調査

昭和55・ 61・ 平成10・ 11年度発掘調査

平成 3年度発掘調査 消滅

平成 4年度発掘調査 消滅

平成 4・ 5年度発掘調査 消滅

昭和53・ 平成10年度発掘調査

平成 9年度発掘調査 消滅

昭和44・ 52053・ 59。 平成 9015年 度発
掘調査

平成 4年度発掘調査

平成 8年度発掘調査 消滅

昭和62・ 平成 5・ 6年度発掘調査

昭和62年 度発掘調査

平成 8・ 10年度発掘調査

昭和59・ 平成 9年度発掘調査

昭和62・ 平成 9年度発掘調査

村史跡

昭和50・ 51・ 52・ 56・ 平成 6・ 11・ 12年

度発掘調査

昭和51年 度発掘調査

昭和58年 度発掘調査

平成 5。 6年度発掘調査 消滅

昭和51・ 平成10・ 11年度発掘調査

昭和50。 平成 9。 10・ 13年度発掘調査

昭和54・ 平成13年度発掘調査

昭和63・ 平成元・15年度発掘調査

平成 7・ 8年度発掘調査
口召禾日54・ 57・ 63・ 平がこ4 ・ 5 。 9 。10。

13・ 15年度発掘調査

昭和57・ 58年度発掘調査

平成 6年度発掘調査

平成 6年度発掘調査

昭和 5・ 平成 6・ 7・ 8・ 13・ 14年度発
掘調査

昭和63・ 平成元年度発掘調査

昭和63・ 平成元年度発掘調査

平成 2年度発掘調査

平成 4年度発掘調査 消滅

平成10年度発掘調査 消滅

平成10・ 11年度発掘調査 消滅
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水田造成によって生 じた地層断面の観察で住居址 5軒 を確認 している。

第 2次調査は、昭和52年度に村道前尾根線改良工事に先立ち実施 し、道路幅という限ら

れた範囲の調査であったが、顔面付釣手土器をはじめ土器・石器・住居址には目を見張る

ものが多 く、前尾根遺跡の重要性が明らかになった。やはり村道前尾根線改良工事に先立

ち第 3次調査は昭和53年度、第 4次調査は昭和59年度に実施 した。

第 5次調査は、平成 9年度に県営圃場整備事業原村西部地区に先立ち実施 したが、縄文

時代中期の竪穴住居址、後期の敷石住居址、平安時代後期の竪穴住居址、近世の墓墳を発

見 し、縄文時代、平安時代、中世、近世の複合遺跡であることが明らかになり今日に至っ

ている。

前述 したように第 1～ 3次調査は遺跡名を上前尾根遺跡、第 4次調査からは前尾根遺跡

と呼称 している。

Ⅲ 調査 と層序

発掘調査の対象は、第 3図 に示 した県営圃場整備事業原村柏木地区の全域にわたるが、

北斜面で傾斜は強 く居住域とは考えられない立地で、事前の踏査で数多い土器破片を採集

した。遺跡の北斜面でしばしば見られる遺物集中箇処 (廃棄場)の埋没が想定できるもの

であった。 したがって遺物の出土状況を把握する必要があり、傾斜方向に軸を合わせた ト

レンチを設定 し重機で掘削 したが、 トレンチ幅は重機のバケット幅の1.2mである。引き

続き人力で トレンチ内の精査を行い、遺物の出土状況を確認 し面的調査範囲を決定 した。

第 4図 遺構位置図・グリッド図
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遺物は広範囲から出土したが、集中範囲の表土は重機で剥ぎ、面的調査範囲はトレンチ

に軸を合わせた2× 2mの グリッドを設定した。調査は人力で進めたが、遺物の埋没状況

の観察と取り上げを繰り返し、ローム層直上ないしは遺物が発見できなくなった時点で調

査は打ち切つた。遺物はトレンチ調査はトレンチ別、面的調査はグリッド別に取り上げた。

同時に遺構の検出も行つたが、調査地区南外れの尾根肩部で小竪穴 2基を発見しただけで

ある。

小竪穴101は検出時の埋土の状況、規模、平面プランから中世の陥し穴と把握できた典型

的なもので、短軸方向で土層観察を行い。記録 。実測作業終了後、長軸方向を重機で半裁

し底部に穿たれていた小穴の観察と実測を行つた。

遺物の取り上げはトレンチ調査ではトレンチ別、遺物集中箇処の面的調査はグリッド別

に行った。ちなみに調査面積は2,862ぽである。

座標値をもたせた基準点の設置は株式会社両角測量に委託し、実測の一部は株式会社写

真測図研究所に委託した。

面的調査地区西端の土層を第 5図 に示したが、傾斜が強いため高所は土流失が多かった

ようでロームを耕作土にしている状態であり、低くなるに従い堆積が厚くなり土層は安定

していなかった。大まかな観察結果は次の通りである。

第I層  ローム粒混じりの褐色土・黒褐色土層  畑の耕作土であるが傾斜が強いこ

ともあり、土流失・流入が著しかったようで、高所はロームを耕作土にして

いるが、低くなるに従って黒色は増し色調は異なっている。

第Ⅱ層 黒褐色土層  旧い耕作土で、ローム粒 。石灰が混じる。tt I層 より固くし

まり、やはり低くなるに従い黒色は増す。

第Ⅲ層 黒色土～真黒色土層  やはり傾斜のため色調は一様ではなく、低くなるに

従い黒色が増している。上半部に遺物が多く包含されていた。

第 5図 土層図
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第Ⅳ層 礫混ローム層  握 り拳位の礫混 じりのロームで、水田造成の折に持ち込ま

れた水田の地床土である。

第V層  ローム漸移層。

第Ⅵ層 ローム層。

Ⅳ 遺構と遺物

発見した遺構は、小竪穴 2基 と遺物集中箇処 (廃棄場)1と 少ないが、小竪穴は面的調

査地区南外れの尾根肩部付近からの検出で、尾根上と考えてもよい所である。

1小 竪 穴

(1)小竪穴101(第 4・ 6図、写真図版 3・ 4)

面的調査地区南外れの尾根肩部でロームに黒色土の落ち込みを検出した。地山のローム

がこの辺 りから小早川へ急激に落ち込みはじめその傾斜は強 く、調査を進める過程で足場

に苦慮するほどであった。検出時の埋土はローム粒混 じりの黒色土で、平面プランと規模

から中世末から近世頃の陥し穴と考えることができる特徴的なものである。

平面形は310× 72cmの 長楕円形を呈 し、深さは88～ 117cmで、底面には小穴が一列に 6個

穿たれている。底面の水平を意識することはなく自然傾斜同様に傾 き、深さを必要とした

施設であることが理解できる。北壁はほぼ垂直に立ち上が り構築時の姿を残 し、他の壁も

底近 くでは構築時の姿をとどめていた。その上は容易に壁土の落下を窺い知ることのでき

る状態に広が り、構築時は北壁同様に立ち上がっていたようである。

北壁はその全面に、南壁は底から18cm位 までに掘削痕が認められ、東壁と西壁は、北壁

と南壁で観察 した掘削痕の上端を結んだ線より下で認められたが、これは北壁の上部を起

点としたほぼ水平線にあたり、壁土の落下がはじまる以前の短期間にここまでが埋まり、

その後、壁土の落下を伴いながら埋没 したことを物語つている。

底面に穿たれた小穴は、調査最終段階に重機で裁ち割 り観察を行い、先端を角錐状に鋭

く尖らせた丸太材を打ち込んだ痕であることを確認 した。

発見 した遺物は、土器破片 6点 と黒曜石の剥片 1点がある。土器は縄文時代中期中葉で、

埋没する過程で流入 したものと思われる。

小竪穴は、形態の特徴と鉄器を使用 した逆茂木の打ち込みは、原村の南平・闘慮沢両遺

跡の小竪穴に酷似点 し、中世末期から近世初頭頃に構築されたものと思われる。

-9-



(2)小竪穴 102(第 4・ 6図 )

小竪穴101の東方でロームに黒色土の落ち込みを認めた。検出地点は比較的緩やかな傾

斜であるが、一歩離れると急激になり調査を進める上で足場に苦慮するほどであった。

検出時の埋土は単色で、 1基の小竪穴を想定し調査を進めた。しかし、数回におよび掘

られた大きな穴と小さな穴があり、遺構と考えるより耕作で繰り返し掘られた穴と考えた

方がよいものであるが、積極的に帰属時期、性格が明らかにできる資料の伴出はない。

平面形は大きな穴が

214× 117cmの 不整楕円

で、底部と思われる平

坦面は 5箇所を数え、

深さちまちで50～ 81cm、

を計る。小さな穴は47

×55cmの 楕円形で深さ

は23cmである。ここで

は全てを時代不詳の小

竪穴としておきたい。

/Jヽ E竪バ(101

A

A

/Jヽ里蚤/~t102

１

２

３

　

　

４

ローム粒混 じりの黒色土

ローム

ローム細粒混 じりの褐色

土

ロームプロック混 じりの

褐色土 (ロ ームプロック

2～ 8 clnく らい)

ロームプロック混 じりの

黒色土

黒色土

ローム

ローム細粒混 じりの黄褐

色土

④
針

匡
一

F

第 6図 小竪穴101。 102実 測図
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2 遺物集中箇処

トレンチ調査で、土器と石器が集中した範囲を、便宜的に遺物集中箇処 (廃棄場)と 呼

び面的調査を進めたb包含層は厚いところで60cmを 計るが、下層から住居址や小竪穴を発

見することはできなかった。

遺物の出土状態は第 7図 に示 したが、地山のロームに2本の浅い沢状の窪みがあり、埋

まる過程で土器や石器が包含されたようで、遺物の集中は窪みによるところが大きいよう

である。上層の土器ほど新 しい傾向にあるが、逆転 していたところもある。

(1)縄文時代の遺物

遺物集中箇処で土器、土製品、石器、石製品を発見 している。それらの出土数は一様で

|||
| | |

|

| |

‖
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はないが、生活用具の全てが廃棄されていたようである。本遺構の性格を明らかにする日

的で、定形石器については全てを図示 したつもりである。

1)土器 (第 8～ 17図 )

土器は、完形もしくは半完形のものはなく破片ばかりで、かろうじて図化できた 4点 と

破片29,428点 を数え175点 を図示 した。出土状況は第 8図 に示 したが、集中傾向はみられ

るが前述 した沢状の窪みによるところも大きいようである。

1～ 4の 4点は破片から器形を復元 したもので完形には程遠い深鉢である。 1は縄文時

代中期中葉の下胴部、 2は 中期後葉の胴部、 3と 4は 口縁部と下胴部が残存 じ器高は推定

である。 3の類似資料はなく時期は不明となるが、胎土・焼成からみて中期後葉と思われ

る。 4は 中期末葉である。

5は 中期初頭の浅鉢口縁部破片。 6～46は 中期中葉で、47～ 55は無文で胎土・焼成から

中葉と思われる。49と 52は浅鉢の底部破片。56～ 121は 中期後葉、122～ 164は 中期末葉で、

165は類似資料がなく帰属時期は不明。165～ 171は 中期最末ないしは後期初頭である。図

示することはできなかったが有孔鍔付土器破片、釣手深鉢釣手部破片がある。172～ 174は

完成されたミミズク把手の優品で、172は頭頂を欠損 している。中期中葉でこの他にも図

示できなかったミミズク把手、三角捩れ把手などがある。発見 した土器は深鉢、浅鉢、有

孔鍔付土器、釣手深鉢と器種は多い。

短期間の整理作業で時期別土器破片数を示すことはできないが、中期後葉から末葉のも

のが多いようである。これは本遺跡で発見 した住居址数と同様で、当然のことであるが住

居址の多い時期は土器の廃棄も多かったようである。

2)土製品 (第 17図 )

土製品は土偶 と土製円盤がある。

土偶 (第 17図 )

土偶は第17図 176の高さ27nlm、 幅30nlm、 厚さ24nlmの頭部破片 1点で、整形はおざなりであ

り、神顔の額から鼻は剥落 し保存状態はよくない。日は額近 くに刺突短線で、鼻は残念な

ことに剥落 してわからないが、日は円形の刺突で表現されている。後頭部は丸 くふ くらみ

中期後半の曽利期の所産であろう。

土製円盤 (第 17図 )

土器片利用の土製円盤は第17図 177・ 178の 2点で、深鉢の一部を転用 したものである。

側面に研磨加工を施 し円形に整えてある。無文のため帰属時期を明確に示すことはできな
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いが、胎土と焼成からみて中期中葉と思われる。177は径33× 35nlm、 厚さ9～ 10nlm、 重さ15

g。 178は径43× 40rrlm、 厚さ11～ 14nlm、 重さ35gである。

3)石器 (第 18～ 42図 )

石器は、定形石器、原石、剥片を含めた総出土数は1,563点である。

石鏃 (第 18図 1～ 21)

石鏃は 1～ 21の 21点で、17はチヤー ト製、1～ 16・ 18～ 21の 20点 は黒曜石製である。個々

の破損状態は表 2に示 したが、完形品 5点 (23.8%)、 先端欠損 2点 (9。 5%)、 脚欠損 9点

(42.9%)、 先端と脚欠損 5点 (23.8%)で ある。製作時、使用時のどちらで生 じた破損か

わからないが、先端と脚を欠損 しても僅かなことで使用可能と思われるものがあり、廃棄

の要因はわからない。

石錐 (第 18図 31・ 32)

石錐は31・ 32の 2点で黒曜石製である。30は完形品で使用可能なものでやはり廃棄の要

因はわからない。

スクレイバー (第 18図22～ 30)

スクレイパーは22～ 30の 9点 を図示 した。22～ 29は黒曜石製で、28は錐としても使用さ

れたかもしれない。30は 貢岩製の縦形剥片を素材にしているが、ナイフのように使われた

ものかもしれない。

磨製石斧 (第 18図 34、 第19図35～ 39)

磨製石斧は34～ 39の 6点で、残片ともいえる破損品ばかりで定角式磨製石斧、乳棒状磨

製石斧、局部磨製石斧を一括 してある。34は 貢岩製で刃部と基部を欠損する小形定角式磨

製石斧と考えたが、諏訪湖周辺では石錘の破損品に分類 したいものである。35・ 36・ 37は

乳棒状磨製石斧で、35は砂岩製で刃部と基部を欠損、36は硬砂岩製で刃部の残片、39は輝

緑凝灰岩製で再利用され、厳密には乳棒状磨製石斧とは異なる石器に変わつたことになる

が、ここでは乳棒状磨製石斧の破損品とした。37・ 38は輝緑凝灰岩製で 2点 とも素材は薄

く、37は使用による磨滅かもしれない。38は刃部を鋭 く作 り出した局部磨製石斧である。

打製石斧 (第 19図40～ 55、 第20～ 26図 、第27図 183～ 186)

打製石斧は40～ 186の 147点 で、完形品と破損品に大別 した。完形品は刃部などに僅かな

欠損はあっても使用可能なものを含めたためややあいまいになったが40～ 86の 47点 (32%)

である。破損品の多 くは使用中に生 じた折れと思われるが次の通 り大別 した。刃部が残る

もの87～ 123の 37点 (25%)、 基部が残るもの124～ 160の37点 (25%)、 刃部と基部を欠損す

るもの161～ 186の 26点 (18%)である。破損品の合計は100`点 (68%)を 数え完形品の 2倍
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以上で、破損品の多いことがわかる。

石質は表 2に示 したが、硬砂岩46点 (31%)、 結晶片岩27点 (18%)、 フォルンフェルス

25点 (17%)、 砂岩18点 (12%)、 スレー ト10点 (7%)、 輝緑凝灰岩 6点 (4%)、 粘板岩

4点 (3%)、 頁岩 3点 (2%)、 千枚岩 3点 (2%)、 変性岩 3点 (2%)、 輝岩 1点、緑

色岩 1点である。

横刃形石器 (第27図 187～ 200、 第28図 )

横刃形石器は187～212の 26点 で、この石器は完形品と破損品の判別が極めて困難である

ため、ここでは完形品と考えておきたい。

石匙 (第29図 )

石匙は213～ 229の 17点で、213・ 217は チヤー ト製で、217は 縦形としたが刃部の位置から

横形の可能性 もある。214～ 216・ 218～ 229は いわゆる粗製石匙で、218・ 221は刃部に再加

工がみえる。225。 228は 刃部を欠損するが、破損品はこの 2点 だけである。

凹石・磨石・叩き石 (第30～43図 )

凹石は230～ 312の 84点 で、内 2点が接合 し個体数は83点 である。片手で握ることのでき

る重さ120～ 1025gの 安山岩の自然礫を利用 し、300～ 550gの ものが多い。凹穴は全て叩

き痕で、実測図でみるように、浅いものから深いものまでまちまちで、単独、複数が独立

しているもの、複数が接 し連続するもの、一見 1穴にみえるが複数が群集するものなどま

ちまちである。凹穴が穿たれた面数にも違いがあり、 1面 19点、 2面42点、 3面 13点、 4

面 9点で、309の ように素材が三角錐状のため 4面全てを使用 したものもみられた。多い

のは表と裏の 2面 を使用 したものである。破損品は235と 298の 2点だけで、298は 2点が

接合 したが火熱による破損である。308は 一見破損品にみえるが、破損面の観察と凹穴の

位置からポッキリ折れた棒状の礫を素材とした完形品である。完形品は使用可能なものば

かりで、廃棄の要因となった共通点は見当たらない。

磨石は313・ 314の 2点で、やはり片手で握ることのできる安山岩の自然礫を利用 したも

のである。凹石を磨石に共用 した可能性は高いが、ボロボロしたものばかりで使用痕が顕

著に観察できたものはない。

叩き石は315。 316の 2点、凹石と共用の268・ 310・ 312の 3点の計 5点である。315は輝

緑凝灰岩製、316は ミカブ緑色岩製である。

ピエス・エスキーユ、使用痕ある剥片、原石

図示できなかつたが、剥片の多 くはピエス・エスキーユであり、使用痕の認められるも

のも多 くみられた。
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第18図 遺物集中箇処出土石器実測図 1(2:3)

―-25-

5 cm ―（



３８

一
　

　

　

　

　

　

　

　

．

‐（い［［］］̈̈
い̈̈
‐̈ ３９

　

４３ｍ
ｏ

ら
絣

ｙ
‐

υ

　

３８

４７　　（〔［］』］鯰［［］）〉５‐

０
　

（
　

０

５５

財
鱚
鶉
薇
彎
Ｑ

日
＝
Ｈ
Ｉ‐
＝
Ｈ
Ｈ
＝
＝
Ｖ
　
３７

一
‐（̈̈̈
¨̈̈̈
Ψ̈‐

３６

０



６２

一
６‐

0

D

-  69

〇  田

第20図 遺物集中箇処出土石器実測図 3(1:3)

―-27-一

10cm



⌒        77

ら   
“

0

第21図 遺物集中箇処出土石器実測図4(1:3)
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第26図 遺物集中箇処出土石器実測図 9(1:3)
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第30図 遺物集中箇処出土石器実測図13(1:3)

―-37-―



遺物集中箇処出土石器実測図14(1
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第32図 遺物集中箇処出土石器実測図15(1:3)

―-39-―



第33図 遺物集中箇処出土石器実測図16(1:3)
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第34図 遺物集中箇処出土石器実測図17(1:3)

-41-

10cm



遺物集中箇処出土石器実測図18(1
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第37図 遺物集中箇処出土石器実測図20(1:3)
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第38図 遺物集中箇処出土石器実測図21(1:3)

―-45-―



0

第39図 遺物集中箇処出土石器実測図22(1:3)
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第41図 遺物集中箇処出土石器実測図24(1:3)
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第42図 遺物集中箇処出土石器実測図25(1:3)
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4)石製品 (第 18・ 42図 )

石製品は飾 り玉と有頭石棒がそれぞれ 1点ある。

玉製品 (第 18図 )

玉製品は第18図33の 1点で、葉蝋石 (滑石)製の垂飾 りである。孔から下を欠損 し、残

存部は少なく全体形は不明である。

有頭石棒 (第42図 )

有頭石棒は第42図317の 1点で、安山岩の自然石を上手に使い、頭部は自然面をそのまま

利用 し、基部に敲打整形を施 しているが、素材の形を変えるような大きな加工ではなく、

頭部と基部が区別できる簡単なものである。

(2)時代不詳 の遺物

砥石の破片第42図318が 1点出土した。近現代に帰属する可能性は高いが明確な時期を

示すことができない。ここでは時代不詳の石器としておきたい。

Vま と め

発掘調査の対象地が中期集落址 (遺跡)の北斜面にあたり、住居址の発見はなく居住域

から外れていたが、尾根に直交する浅い沢を埋める黒色土中から土器や石器が出土した。

発見した遺物は廃棄されたものであり、当地方における集落遺跡の北斜面でしばしばみ

られる同様の施設に比べると、遺物の出土は少ないようである。 5次にわたる発掘調査で

100軒 をこえる住居址を発見していることもあり、やや期待はずれの感はあつたが、縄文時

代中期の生活の一端に触れることはできたと思っている。

大規模開発に先立つ緊急発掘調査で、土器や石器が集中する施設がしばしば発見されて

いるが、その名称は、諏訪市の千鹿頭社遺跡や荒神山遺跡で「土器集中箇処」、岡谷市の花

上寺遺跡で「遺物集中区」、茅野市の北山菖蒲沢A遺跡などで「遺物集中」、梨の本遺跡な

どではストレートに「廃棄場」と呼び、施設の性格が理解できるものに変わつてきている。

本遺跡に遺物集中箇処が形成された要因は次のことが考えられる。

① 破損等により使用不能になった道具の廃棄。

② 住居址の重複が著しいことから、竪穴等に埋没していた土器や石器は、その後に

竪穴を構築した人たちによって発見されることになるが、発見した土器や石器を

竪穴構築者が廃棄。
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③ 祭祀的要素を含んだ廃棄。

④ ①と②が融合した廃棄。

⑤ ①と③が融合した廃棄。

⑥ ①と②と③が融合した廃棄。

その要因を6大別してみたが、発見した土器に目を向けると完形土器や半完形土器はな

く、全て破片で接合も無いに等しく、使用→破損→廃棄の過程が容易に理解できるものば

かりで①に該当するようである。

石器は筆者の観察で使用可能なものが多く、使用→破損→廃棄というような単純なもの

ではなく、②ないしは③の要因が加わっているようである。しかし、使用→廃棄の過程を

たどったことに変わりはなく、発見数の多い石器ほど使用→廃棄のサイクルが早かつたこ

とになる。定形石器は9種307点出土したが、多いものからあげると打製石斧147点 、凹石

84点 、横刃形石器26点 、石鏃21点 、石匙17点 (2点 は小形で15点が粗製石匙)、 磨製石斧

6点、石錐・磨石・叩き石がそれぞれ2点である。石皿のない点はたまたまなのか、それ

とも廃棄してはいけなかったのか考えさせられる。

最も多い打製石斧の破損率が高い点には注意が必要であろう。言い換えるならば、前尾

根遺跡で生活を営んだ人たちは、打製石斧を使う生産活動を行い破損が頻繁に生じたため

廃棄したことになる。打製石斧の破損品について小田静夫氏は「縄文中期の打製石斧 東

京・貫井南遺跡」で短冊形打製石斧を18分類し分析しているが、本報告は4分類と大枠で

あるし、刃部をみても直刃、斜刃、円弧刃などがあり、用途の異なる打製石斧を一括して

扱った点など残した課題の方が多い。

祭祀石器である有頭石棒の完形品、装身具である飾り玉の破損品がもそれぞれ 1点 と少

ないが出土し、いわゆる特殊石器もその目的を達成した後は廃棄されたようである。本施

設からの発見はその要因が前述した何れであれ、あくまでも捨てられたもので、石棒の性

格を有していたのか、それとも単なる石であるのか考えさせられるものがある。

発掘作業をはじめ整理作業の折々に感じたことを記したが、多くの問題点を残しただけ

で、まとめることはできなかった。

最後に、関係者各位ならびに調査にたずさわった方々に厚くお礼申し上げる次第である。
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石鏃

番  号 長 さ IIIIl 幅  lnm 厚 さ nm 重 さ g 石 材 備 考

18-1 (17.0) 14.0 黒曜石 先端 。脚欠

(19.0) 15。 5 黒曜石 先端欠

21.0 13.0 黒曜石 脚 欠

21.0 15。 0 黒曜石
19。 O 16.5 黒曜石

18.0 16.0 黒曜石
22.0 14.0 黒曜石

8 18.0 12.0 黒曜石

(17.0) 13.0 黒曜石 先端欠

10 (20.0) 13.0 黒曜石 午 端 。I14タ

18.0 (13.0) 黒曜石 脚 欠

(20.0) (14.5) 黒曜石 午 端 。l14タ

21.0 (12.0) 黒曜石 脚欠

22.0 (13.0) 黒曜石 脚 欠

18.0 (12.0) 黒曜石 脚 欠

(26.0) (15.0) 4.0 黒曜石 先端 。脚欠

19.0 (15.5) 3.0 チャー ト 脚欠

(23.0) (15.0) 3.0 黒曜石 午 端 。脚 タ

16.0 (12.0) 2.0 黒曜石 脚 欠

31.0 (12.0) 5,0 黒曜石 脚 欠

25.0 (17.0) 5.5 黒曜石 脚 欠

表2 石器計測表
(  )は 破損数値

スクレイパー

番 号 長さ nm 幅  nlm 厚 さ IIlm 重さ g 石 材 備 考

18-22 19.0 33.0 黒曜石

21.0 37.0 黒曜石

32.0 16.0 黒曜石

22.0 21.0 黒曜石

29.0 22.0 黒曜石
21.0 23.5 黒曜石 折れか

18.0 38.0 5,0 黒曜石 釧コこも使用か

19.0 24.5 黒曜石

83.0 23.0 5.0 頁岩 ナイフ

石錐

番 号 長さ nlm 幅  IIlm 厚さ nlm 重さ g 石 材 備 考

18-31 52.0 12.0 黒曜石

16.5 黒曜石 基部欠

玉製品

番  号 長 さ nun 中日    llun 厚 さ nm 重 さ g 石 材 備 考

18-33 25.0 19.0 11.0 葉蝋石 (滑石 ) 破損、垂飾 り

;製 石

番  号 長 さ nnl 中国    nm 厚 さ llun 重 さ g 石 材 備 考

18-34 (36.0) (16.0) (7.0) 頁岩

19-35 (82.0) 44.0 24.0 (140) 砂岩

(52.0) 43.0 30.0 (80) 硬砂岩

(60.0) (42.0) (8.0) (30) 輝緑凝灰岩

(59.0) (26.0) (4.0) (10.0) 輝緑凝灰岩

(78.0) (27.0) (18.0) (60) 輝緑凝灰岩 再加工

打

番  号 長さ nln 幅  nln 厚さ nln 重さ g 石 材 備 考

19-40 96.0 51.0 15。 O 硬砂岩

82.0 45.0 11.0 硬砂岩

(90。 0) 42.0 14.0 (60) フ ォフレンフェルス

82.0 42.0 20.0 硬砂岩

44 96.0 51.0 17.0 粘版岩
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96.0 44.0 16.0 結晶片岩
96.0 43.0 10.0 結晶片岩
98.0 44.0 7.0 70 頁岩

93.0 51.0 14.0 フ ォル ンフ ェル ス

113.0 51.0 20.0 140 結晶片岩
50 94.0 46.0 14.0 緑色岩

79.0 40.0 8.0 40 砂岩

81.0 51.0 12.0 硬砂岩
73.0 46.0 16.0 スレー ト

54 128,0 50.0 15.0 輝緑凝灰岩

98.0 27.0 17。 O 硬砂岩
20-56 111.0 55.0 20.0 180 硬砂岩

107.0 24.0 48.0 結晶片岩

104.0 49.0 22.0 結晶片岩
109.0 42.0 10.0 結晶片岩

60 110.0 56.0 14.0 硬砂岩
121.0 50.0 17.0 硬砂岩

122.0 42.0 15,0 硬砂岩
95.0 34.0 硬砂岩

64 142.0 51.0 21.0 結晶片岩
133.0 64.0 17.0 破砂 岩

112.0 58.0 11.0 結晶片岩
128。 O 48.0 20.0 180 硬砂岩
111.0 54.0 19。 0 120 硬砂岩
96。 O 45.0 千枚岩
76.0 40.0 13.0 硬砂岩

21-71 105.0 53.0 15.0 結晶片岩
91.0 57.0 13.0 硬砂岩
89.0 65.0 27.0 フ ォル ンフ ェル ス

68,0 44.0 スレー ト

86.0 48.0 18.0 砂岩

103.0 51.0 19.0 硬砂岩
88.0 38.0 14.0 硬砂岩
59.0 33.0 11.0 粘版岩
94.0 49.0 15.0 千枚岩

97.0 61.0 17.0 硬砂岩
125.0 55.0 13.0 130 結晶片岩
86.0 35.0 結晶片岩

107.0 35.0 フ ォル ンフ ェル ス

84 77.0 32.0 20 結晶片岩
88.0 40.0 10.0 ス レー ト

83.0 28。 O 11.0 結晶片岩

70.0 60。 O 14.0 85 硬砂岩
22-88 (45.0) (36.0) (8.0) 輝緑凝灰岩

(53.0) (49.0) 11.0) (40) 頁岩

(62.0) (45.0) (14.0) 頁岩

(79。 0) (43.0) (15。 0) (75) 硬砂岩

(40.0) (58.0) (12.0) (40) 粘板岩

(35.0) (55。 0) (13.0) (30) 硬砂岩

(41.0) (56。 0) (15,0) (40) フ ォル ンフ ェ ル ス

(48.0) (51.0) (10.0) (35) 結晶片岩

(101.0) (56.0) (17.0) (115) 結晶片岩

(73.0) (48.0) (7.0) 輝緑凝灰岩
(65.0) (52.0) (10.0) 結晶片岩

(95。 0) (56.0) (24.0) (155) 硬砂岩
100 (116.0) (54.0) (19.0) (165) 硬砂岩

(108.0) (61.0) (13.0) (120) 変成岩

(69.0) (49.0) (19。 0) 硬砂岩
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91,0 (43.0) (14.0) 輝緑凝灰岩
104 (93.0) (50.0) (17.0) フ ォル ンフ ェ ル ス

105 83.0 45.0) (20.0) フ ォル ンフェルス

73.0 (44.0) (10.0) ス レー ト

23-107 (61.0 (59.0) (13.0) 砂岩

108 59。 O (60.0) (21.0) 硬砂岩
109 71.0 (60,0) (16.0) ( 硬砂岩
110 (102.0 (52.0) (19.0) (120) フ ォル ンフェルス

68.0 (58.0) (13.0) 80) 結晶片岩

(70.0 (75.0) (17.0) (115) 輝岩

61.0 53.0) (18.0) 硬砂岩

(84.0) (59.0) (21.0) (120) 硬砂岩
67.0) (60.0) (19.0) (100) フ ォル ンフェルス

87.0 (12.0) フ ォル ン フ ェ リレス

81.0 65.0) (14.0) ( 硬砂岩

(102.0) 52.0) 11.0) フ ォル ン フ ェル ス

92.0 54.0) (17.0) (100) 硬砂岩
120 (104.0) 44.0) (16.0) ( 硬砂岩

69.0) 0) (16.0) 硬砂岩
24-122 110.0) 53.0) (23.0) (165) フ ォル ンフェルス

( 00.0) 52.0) (12.0) 結晶片岩

(99.0) 54.0) (18.0) (135) 砂岩

125 (104.0) 49.0) (18.0) (115) 砂岩

68.0) 43.0) (25.0 硬砂岩

(95.0 45.0) (18.0 硬 石

88.0 46.0) (12.0) 輝緑凝灰岩 磨痕

(124.0) 48.0) (19.0) (155) フ ォル ンフェルス

97.0 46.0) (16。 0) 砂岩

(112.0 43.0) (17.0) (130) 結晶片岩

(98.0 42.0) (9。 0) 千枚岩

(103.0) 48.0) (20.0) (140) 変成岩

(78.0 41.0) (13.0) 結晶片岩

(82.0) 44.0) (12.0) ス レー ト

(106.0 48.0) (19.0) (105) フ ォル ンフェルス

71.0) 39。 0) (9.0) (40) フ ォル ンフェルス

76.0 38.0) (19.0) 砂岩

80.0 40.0) (15.0) 結晶片岩
25-140 (46.0 (38.0) (13.0) スレー ト

56.0 43.0) (16.0) 砂岩

142 69.0 53.0) (9.0) 砂岩

143 (79.0 (51.0) (12.0) 結晶片岩
144 (78.0 46.0) (7.0) ス レー ト

48.0 (48。 0) 11.0) (40) 結晶片岩
42.0 36.0) (12.0) (30) フ ォル ンフェルス

84.0 57.0) (23.0) (130) 硬砂岩
148 68.0 (55.0) (20.0) (85) フ ォル ンフェルス

149 (71.0 (56.0) (10.0) (75) 砂 岩

150 61.0 53.0) (12.0) フ ォル ンフェルス

55。 O 48.0) (9.0) (40) 粘板岩

(67.0 (24.0) (11.0) 結晶片岩

( 01.0 60.0) (19.0) (145) 砂岩

154 69.0 51.0) (14.0) 結晶片岩
82.0 (45。 0) (26.0) (120) 砂 岩

79.0 (17.0) 70) 輝緑凝灰岩
71.0 46.0) (15.0) 砂岩

158 (89.0 (56.0) (23.0) (135) 砂岩

80.0 48.0) (20.0) (115) フ ォル ン フ ェル ス

160 75.0 56.0) (22.0) 砂岩
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26-161 (21.0) (44.0) (10.0) フ ォル ンフ ェル ス

(52.0) (44.0) (11.0) フ ォル ン フ ェル ス

(53.0) (42.0) (22.0) (55) 硬砂岩

164 (50.0 (51.0) (11.0) 石史智少若

(53.0 (42.0) (9.0) 硬砂岩

166 (61.0) (51.0) 11.0) (36) スレー ト

(61.0) (40.0) (13.0) 砂岩

168 (72.0) (46.0) (12.0) (50) 結晶片岩

(81.0) (37.0) (10.0) 結晶片岩

(61.0) (43.0) (18.0) フ ォル ンフェルス

(60.0) (50.0) (15。 0) (40) 硬砂岩
(73.0) (56.0) (12.0) 砂岩

(75.0) (38.0) (12.0) (40) 硬砂岩

(55.0) (49.0) (9.0) (30) 硬砂岩

(77.0) (51.0) (15.0) 硬砂岩

(71.0) (50.0) (8.0) (45) スレー ト

(82.0) (43.0) (8.0) スレー ト

178 (67.0) (48.0) 11.0) 砂岩

179 (69.0) (61.0) (18.0) 硬砂岩

180 (66.0) (54.0) (15.0) 硬砂岩
181 (60.0) (58.0) (21.0) (70) 硬砂岩

(65。 0) (57.0) (9.0) 硬砂岩
27-183 (78.0) (62.0) (18.0) (125) フ ォル ンフ ェル ス

184 (103.0) (53.0) (16.0) (125) 変成岩
185 (123.0) (53.0) (18.0) (130) 硬砂岩

186 (74.0) (55.0) (15.0) フ ォル ンフェルス

刃

番 号 長さ nm 幅  nm 厚さ nlm 重さ g 石 材 備 考

27-187 52.0 60.0 18.0 安山岩 くさび
41.0 66.0 18.0 砂 岩 くさび

189 51.0 71.0 17.0 硬砂岩 くさび
190 52.0 82.0 15,0 105 硬砂岩 くさび

45。 0 92.0 結晶片岩

192 51.0 92.0 10.0 結晶片岩
45.0 65.0 スレー ト

43.0 55.0 頁岩

37.0 51.0 硬砂岩

196 48.0 85.0 11.0 硬砂岩

60.0 78,0 17.0 硬砂岩
57.0 58.0 フ ォル ン フ ェル ス

44.0 56.0 13.0 硬砂岩

200 37.0 60.0 砂岩

28-201 69.0 111.0 ス レー ト

74.0 71.0 14.0 フ ォル ン フ ェル ス

69,0 102.0 16.0 硬砂岩
204 53,0 72.0 硬砂岩

205 48.0 78.0 11.0 結晶片岩
51.0 93.0 10.0 砂岩

207 32.0 91.0 頁 岩

208 54.0 84.0 フ ォル ンフ ェ ル ス

35.0 82.0 硬砂岩

34.0 76.0 8.0 硬砂岩

57.0 70.0 13.0 頁岩

43.0 71.0 硬砂岩

石匙

番 号 長さ lmn 幅  nlm 厚さ nlm 重さ g 石 材 備 考

29-213 34.0 41.0 チャー ト

214 46.0 75.0 11.0 緑色片岩
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88.0 63,0 13.0 硬砂岩
85.0 53.0 硬砂岩
73.0 42.0 11.0 チャー ト

67.0 63.0 10.0 結晶片岩 刃部再加工

54.0 53.0 25.0 砂岩

220 60.0 81.0 スレー ト

77.0 51.0 14.0 硬砂岩 刃部再加工
222 73.0 49.0 13.0 硬砂岩

63.0 83.0 10.0 緑色片岩
224 48.0 50.0 10.0 スレー ト

54.0 50,0 10.0 砂岩

226 85。 O 70.0 17.0 硬砂岩
227 75.0 67.0 11.0 フ ォル ンフ ェ ル ス

68.0 38.0 8.0 砂岩

60.0 82.0 8.0 硬砂岩
凹

番 号 長さ nlm 幅  nlm 厚 さ nlm 重さ g
凹 穴

備 考A面 B面 C面 D面
29-230 103.5 74.5 48.0 480

91.5 81.0 53。 5 380

92.5 88.5 61.5 1 1

91.5 72.5 55.0 385

85.0 73.0 48.0 1

235 73.5 (55。 5) 54.0 (235) 破損

236 92.5 67.0 49.0 330 1

124.0 78.5 49.5

238 106.0 89.0 69.5 1

239 116.0 88.0 65.0 1 l

240 84.0 57.5 41.0 195

86.0 58.0 36.5 215

31-242 87.0 73.5 74.0 455

99.0 75。 5 59。 5 475

101.0 70.0 53.5 385

116.0 83.0 50.0 1

132.5 69.0 51.5
247 117.0 83.0 69.0 805 1

123.0 85.0 51.0 1

249 133.0 69.0 45.0

112.5 103.5 62.5

116.5 80.5 52.5 1 1 1

32-252 93.5 84.0 50.5

99。 O 74.0 33.0 1

254 105.5 97.0 53.0

139.0 72.5 54.0 1

256 123.0 93.5 61.0 950

102.0 71.0 51.0 365 1 1 1

33-258 99.0 88.0 49.0 1

259 102.5 80.0 53.5 490 1

105。 5 86.0 63.0 565 1

101.0 80.0 57.0 515 1

128.0 91.5 48.5 580

90.5 81.5 54.5 1

34-264 92.5 75。 0 50。 5 1 1 1 1

265 94.0 90.0 45.5 1

266 103.0 90.5 62.5 1 1 1

112.0 71.5 42.0

268 124.5 99.5 69.0 895 1

269 135。 5 63.0 31.5 1
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35-270 89.0 83.5 51.0 1

105.0 86.0 59.5

86.5 89.0 41.0 350 1

91.5 79.5 51.5 1

131.0 102.0 48.0 620

275 79.5 77.0 59。 0 1

36-276 118.0 90.0 54.5

277 85.0 82.0 47.0 1

278 110.0 100.5 61.5

102.0 72.5 44.0 1

280 145。 5 112.0 43.0 740

81.0 65.0 42.5 230 1

37-282 107.5 92.5 51.0 540

131.0 79。 5 58.5 700

284 92.5 80.0 57.0 515 1

285 109.5 77.5 51.5 1

111.0 91.5 64.5 1

287 94.0 80.0 63.0

38-288 95.0 81.5 42.0 1

289 85。 5 72.0 36.0 205

290 121.0 71.0 64.0 530 1

113.0 68.0 48.0 1

107.5 73.0 51.5 1

98.5 75。 5 66.0

39-294 108.0 70.5 48.0

295 87.0 72.5 58.0 1 1

296 102.0 84.5 52.0 500

297 94.0 68.5 52.5
298 (82.5) 86.5 64.0 (450) 破損接合

299 101.0 72.0 40。 5 240 1

40-300 80.5 61.0 54.5

63.5 55.0 33.0 1

60.5 60.0 47.0 1 1

94.0 81.0 70。 5 535 叩き石

304 88.5 66.5 48.0 1

305 139.0 93.5 72.0

41-306 121.0 99。 5 78.5 1025 1

168.5 51.5 70。 5

308 165。 5 71.0 66.0 845

42-309 82.5 74.5 79.0 1 1

310 116.5 74.5 39.0 1 叩き石
101.5 75.5 44.0

155.5 85.5 59.5 叩き石

番 号 長 さ nlm 幅   nun 厚 さ llm 重 さ g 石 材 備 考

43-313 86.0 60.5 41.5 安山岩
178.5 105.5 79.0 1775 安山岩 自然石か

叩 き石

番 号 長さ nlm 幅  nlm 厚さ nlm 重さ g 石 材 備 考

43-315 57.5 67.5 42.0 210 輝緑凝灰岩
171.5 36.5 30.5 ミカブ緑色岩

石棒
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番 号 長 さ nln 幅  nlm 厚 さ nlm 重さ g 石 材 備 考

43-317 291.0 171.0 92.5 安山岩



写真図版 1

遺跡遠景 (北 から)

(1ヒ 西から)

(Jヒ 東から)



写真図版 2

面的調査範囲



写真図版 3

小竪穴101検 出状態

理:L:L層



写真図版 4

小竪穴101逆 茂木痕

調査風景

小竪穴101逆 茂木痕

カッティング状況①

小竪穴101逆 茂木痕

カッティング状況②



写真図版 5

遺物集中箇処土器

出土状態①

遺物集中箇処土器

出土状態②

遺物集中箇処土器

出土状態③



写真図版 6

トレンチ掘削

トレンチ調査①

トレンチ調査②

トレンチ調査Э



写真図版 7

遺物集中箇処調査Э

遺物集中箇処調査②

遺物集中箇処調査Э



写真図版 8

小学生発掘体験

地区内の石造物

石造物遷座後
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コ ー ド

北緯

度分秒

東経

度分秒

調査期間 調査面積

ポ

調 査 原 因

市町村 遺跡番号

前  尾  根 長野県諏訪郡

原村 柏 木

35度

57分

52希少

138度

12分

24秒

20030602
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20031031

2.862 平成15年度

県営圃場整

備事業柏木

地区

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

前  尾  根 縄文時代

中世

中期

土器集中箇処

中世末

小竪穴

時代不詳

小竪穴

基

1基

縄文時代

中期土器破片、

石器、土製品、

石製品

縄文時代中期集落遺跡の

北斜面に廃棄された遺物

集中箇処の調査で、今後

の研究課題は多いようで

ある。

小竪穴は陥し穴で、該期

における陥し穴研究の好

資料である。
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